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札幌周辺の鳥を記録する会（仮称）の

活動報告と参加の呼びかけ

暖冬と云われた冬が過ぎ、夏鳥渡来の便りが聞かれる

日も近い。野鳥の動向に関心のある者にとって、初認の

記録はたいせつな仕事であると同時に、季節の変化を肌

で感じる絶好の機会でもあるようだ。

ところで、札幌とその近郊の急激な都市化は、人間の

生活空間から線を奪い去る過程であるとともに、そこに

生息する生物に決定的な影響を及ぼす過程でもあると云

える。札幌市の鳥とされているカッコウの声を市街地で

聞くのはもはや困難になっているばかりか、その他の野

鳥もおしなべてわれわれの目から急速に遠のいてしまっ

たが、その実態となるとほとんどわかっていない。都市

の膨張は不可避としても、問題はその速度とやりかたで

あろう。気狂いじみた開発の大波に抗するには非力であ

るには達いないが、野鳥とそのすみ場所がどういう状況

にあるかを、この目でしっかり見すえるために、初認・

終認の記録をもう少し発展・継続させて、札幌周辺の鳥

類相一一わけても草原にすむ鳥一一の生息状態がどんな

であるかについて調査の必要を痛感したのが昨年の冬の

ことであった。

きっそく「野鳥だより（第13号）」で調査の呼びかけ

をしたところ、数人の方から参加したい旨の御連絡があ

った。5月に入るや、おおまかなやりかたと調査地、期

日などを決め、事務局の御意見をもとに参加してくれそ

うな会員二十数名に案内の手紙を送ったのは、もうカッ

小　　川　　　　　　巌

コウの声が聞かれるころであった。

はじめての、そしていささか固苦しい印象をもたれる

催しであるが故に、第一回目の調査当日（6月3日）、

いったい何人の参加者があるのか大いに気がかりであっ

たが、13名もの参加者を得たのには実のところ驚いた、

というのが本音であった。それから7月29日までの日曜

日を利用して5回の調査を実施した。日時・場所は次の

通りである。（図参照）

（丑　6月3日　篠路駅～モエレ沼～丘珠飛行場

②　6月17日　琴似駅～紅葉山～樽川

③　6月23日　北ノ沢～盤渓～西野福井　　　　　＼、・・／′

④　7月8日　白石駅～東米里～大麻駅

⑤　7月29日　羊力丘～水源地～西岡

何しろはじめての試みであるとともに、参加者の大半

がはじめて訪ずれる場所であっただけに、はたして目ぎ

す草原性の鳥がどの程度生息しているものか確信はなか

った。けれども表からも知られるとおり、合計63種が記

録され、草原性の野鳥をはじめとしたかなりの種類の生

息が確認できた。札幌の中心からわずか数hLか離れて

いないような所で、自然状態がよく保たれた場所が残さ

れ、従って多数の鳥の生息地となり得る場所が各地に散

在しているのを知って喜んだ反面、急激なスプロール化

の波が容赦なく押し寄せつつある現状を目のあたりに見

せつけられ、おそらく数年を待たずして草原性の鳥など

まったく姿を消してしまうという暗い予測も抱かざるを

得なかった。

南に苫小牧東部工業基地、北に石狩湾新港という名の＼J

巨大開発地帯にはさまれたかっこうの札幌が、将来どん

なふうに発展するにしても、北海道の原野とともに生き

てきた、ノピタキ、ノゴマ、ホオアカ、シマアオジ、オ

オジユリンなどに代表される草原性の鳥たちは、今後急

速に、少なくとも石狩の原野からほ姿を消していく趨勢

にあるとみてよいだろう。鳥好きを自認するわれわれ

は、その進行ぶりをただ傍観するしか術はないというの

だろうか。将来にわたって鳥相の記録をとっていったと

しても、それは滅びゆくもののあとづてをするに過ぎな

いという自家撞着は常につきまとうが、手をこまねいて

ばかりいられないことは確かだ。

自然保護、あるいは野生生物の保護を口にするのほた

やすい。けれども、その「自然」「野生生物」とは、自

分の生活域からずっと離れた、自然のよく残された地域

の問題だけではないはずだ。それどころか、自分たちが
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生活を営んでいる具体的な場所を介しての自然保護であ

り野生生物の保護であるはずだろう。

少しばかり理屈ぼくなってしまったようだが、現在わ

れわれが住んでいる地域で、野鳥という具体的な対象を

通して自然保護の問題が考えられるのではないだろう

か、というのがそもそもの主旨ということになりそう

だ。こう書くといかにも固苦しい感じがするかも知れな

い。調査などといえばそれだけでも面倒臭く思われるか

も知れない。しかしやることといえば、長靴をはいて首

には双眼鏡をかけゾロゾロ歩くという具合に、普通の探

鳥会や自然観察会と何ら変わるものではない。多少異る

ところがあるとすれば、各人の担当を決めて一定距離ご

とに出現した鳥の種類と個体数を数え、あとで集計する

くらいのものだ。調査と云うよりはピクニックと思って

もらってさしつかえない。毎回十数人からの市民が参加

することが、そのことを雄弁に物語っていると考えてい

る。

記　　録・

イ　　ソ　　シ　ギ

オ　オ　ジ　シ　ギ

ア　オ　バ　ト

キ　　ジ　バ　ト

カ　　ッ　　コ　　ウ

ツ　　ツ　ド　リ

ハリオアマツバメ

ア　マ　ツ　ノヾ　メ

ア　リ　　ス

ア　カ　ゲ

コ　　　ゲ

ヒ　　　　ノヾ

ショウドゥツバメ

ツ　　　バ　　　メ

イ　　ワ

キ　セ

ハ　ク　セ

ヒ　　ヨ

モ

ア　　カ

○

②l　③ト　④

去年参加された方はもちろんのこと、新しく参加され

る方が一人でも多からんことを念じています。下記に電

話あるいはハガキで御連絡下されば、案内など送ること

にしています。

060札幌市北区北9粂西9丁目

北大農学部応用動物学教室　小川あて

TEL　71ト2111　内線2491

または、

060札幌市中央区北3粂西6丁目

道庁自然保護課内「北海道野鳥愛護会事務局」

TEL　231－4111　内線3895

そして、いつの日か札幌周辺の鳥の分布図を作成し、

自然がどのように後退しつつあるかを示せたらと思う。

（北大農学部大学院）

し　　た　　鳥　（1975　6．3～7．29）

ア　　カ

ヤ　ブ

ウ　グ

エゾセンニュウ

マキノセンニュウ

コ　ヨ　シ　キ　リ

オ　オ　ヨ　シキリ

センダイムシクイ

ハ　シ　ブトガラ

ヒ　　　ガ　　　ラ

」と⊥月＿＿＿L＿m
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※多少の疑問の残る種
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野鳥に　関す　る　意識調査

小　　山　　政　　弘

鳥類の研究や野鳥愛好家以外の、ごく一般の人々が、　　第1表

野鳥に対してどれだけ目を向けているかは、私たち野鳥

愛好家にとってほ、一つの関心事であろう。

過日、私は、自分の勤務校で、生徒および教職員を対

象に小さな調査を実施して、若干の知見を得たので、報

告し諸賢の参考に供したい。

調査は、簡単な質問紙法でなされ、質問の中で使われ

る「庭」および「野鳥」の概念については、一切説明を

付けなかった。尚、調査の対象になった者は、中学l年

生86名、教職員19名の合計105名であった。

質問1「あなたの家には庭がありますか？」、質問2

「あなたの家には、野鳥がきますか？」に対する返答の

内容は第1表のとおりである。質問に「庭がある」と答

えた者に対し、質問3では「あなたの家の庭に、野鳥の

ための餌台（えさだい）を置いてありますか？」と質問

したが、「ある」と答えた者は7名（8．9％）、「置い

第　2　表

挙げられた野鳥の名

スズメ

カラス

ト　　ビ

ヨタカ。ツバメ

カ
■ヾリ

グイ

也必

シ

ヤマ／ヾト

カ　モ。カラス

ハクチョウ・ホトトギス

ライチ・Jウ・シジュウカラ

二4崖崇宝生＿＿　L2
星j一重「一男卜女・男．女　≠

好

も思わ

15（12．5％）

45（42．9％）

42（40．0％）

0（0．0％）

1（1．0％）

4（5．8％）

庭　が　あ　る　l　庭　が　な　い

79（巧．2％）　1　26（24．8％）

ていない」と答えた者は72名（91．1％）であった。

質問4「あなたが知っている野鳥の名を5つ書いてく

ださい」に対して列挙された鳥の名は53種に及んだが、

その中から「カナリヤ」「ブンチョウ」などの、いあゆ　　　）

る「飼い鳥」を除くと、野鳥は48種であった。第2蓑は

列挙された野鳥の名を、多く挙げられた順に数で示した

ものである。

質問5「あなたは野鳥をどう思いますか？」に対する

返答の内容は第3表の通りであった。質問6「あなたは

〔道鳥〕（北海道の鳥）に指定されている鳥を知っています

挙げられた野鳥の名

キツツキ

ツバメ

ト　ビ

ハ　ト・ワ　シ

カッコウ

キ　ジ・ウグイス

ツ　ル

：…l；ク崇言；；タカ

15憲蛮簸可‾
オオワシ・ハヤブサ。キジバト・オシドリ　F l

か？」に対する返答の内容は第4表のとうりであった。

第2表からまず読みとれることは、男女共に、野鳥の

中で最も知られているのがスズメで、次いでカラスであ

る点で、調査前の予想と完全に一致している。また、列

挙された野鳥名の種類は、男の方がその数において女に

まきっていた。このことから、野鳥に対する具体的な関

心は、男の方が、女よりはやや高いのではないかと思わ
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第　4　表

知　っ　て　い　る

iタンチョウ云そ　の　他j

≡：：；一一！÷－」完
計　巳32（30．5％）l　4（3．8％）！69（65．7％）

れる。

質問5は、きわめて抽象的な内容ではあるが、野鳥が

「嫌い」、「大嫌い」と答えた者がほとんどいない点に

注目して、少くとも、野鳥が、一般の人々から嫌われて

ほいないということだけはいえそうである。しかも、今

＼＼、＿／

回の調査結果だけでいえば、むしろ、一般の人々が野鳥

に対して好意的な傾向であるとも見受けられる。

質問5ほ、「道鳥」に指定されているタンチョウが、

どれだけ知られているかを知る手がかりにするために設

けた事項であるが、「知っている」と答えた者のほとん

どが、「タンチョウ」を挙げている点は、「知る人ぞ知

る」といった道鳥に対する認識度合の現われと見てもよ
いのではなかろうか。

自然環境保全の推進の一助として、私たち一人一人の

白然現象に対する観察眼が、基本的に重要である、と仮

定すれば、その観察眼を養う場としての野鳥観察活動の

普及が効果的であるということが、今回の小さな調査に

よっても予測できそうである。（恵庭中学校教員）

●‾■1●‾●1一　一一一●　●，●一■　●　－■●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一●一　t■　●　●　　　　　　　　　～　●　■　●■◆　◆●　●1－，－－●■■▲　■　●…■　◆■●　●■

旭川野鳥の会だより

旭川を線と野鳥の楽園にしようと、旭川野鳥の会が誕

生したのは昨年4月15日でした。以来、野鳥についての

関心が高まり、会員は130名を数え、熱心な探鳥会、保

護活動を続けていますが。昭和48年度の主な活動状況に
ついてお知らせします。

l　探　　鳥　　会

7回、記録された鳥64種（くわしくは別表のとおり）

2　野　鳥　教　室

4月14日、発足1周年を記念して、会員が写した旭川

地方の野鳥生態をカラースライド集にまとめ、これに鳴

声入りの録音テープを組み合わせ、市職員会館で開かれ

た野鳥教室の手引きに使いました。会場には小、中学児

童を含め80人が集まり一応の成果が認められました。

3　神楽岡公園の自然保護

市内の神楽岡公図は、広さヘクタールに開拓以前の昔

からナラ、シラカバ等の樹林帯があり、笹ヤブ等の自然
、、－ノ　　が残っていることから、野鳥の生息が多く、市街地の中

ではめずらしい森林公園であります。だが平均樹齢50～

ど0年の老木が多いのが悩みで、大気汚染の影響からか、

急激に枯木がふえてきました。管理している市公園課
は、3年前から少しずつ古木を切ったり枝はらいし、今

年は20本近く切倒す計画でした。

同公園からほう7種の野鳥が記録され、この中にはエソ

アカゲラの営巣が5ヶ所観察されており、この生態は8

月にNHK道北版ニュースで放送されました。この外ム

山　　田　　艮　　造

クドリ、コムクドリ、クロツグミの繁殖が確認されてい

ます。この鳥たちの餌場を保護するため、野鳥の会では

市公園課と交渉し、公園の一画にエゾアカゲラ等の野鳥

保護区を設定するに至りました。

4　野鳥を語る会
11月10日、市内道新ホールで野鳥の保護に関心を寄せ

る会員、学生150等名が集まり、野鳥を語る会を開きま

した。北方鳥類研究所斉藤春雄所長の「北海道の渡り鳥

と迷鳥」についての講演のあと、会員によるシンポジウ
ムが行われました。

旭川の野鳥は10〇種が記録され「旭川の野鳥」の資料

にまとめ配られ、この中には珍らしい野鳥として嵐山で
ベニバラウソ、見本林でナキイスカ、旭山でクマタカ、

春光台でハイイロチュウヒ、金星橋付近石狩川でホオジ
ロガモ、旭橋付近で海の鳥ユリカモメが記録された報告

があり、また旭川近郊の美瑛町で4年前シロフタロウが

保護されました。（2年前この鳥は旭山動物園でへい死

した）。2年前同じ美瑛町で、海の鳥ハシジロアどのへ

い死体が発見され、旭川郷土博物館に届出された報告が

ありました。この外、バードテーブルにくる鳥や、野鳥

の保護活動について研究報告があり、野鳥に対する認識

を深めました。

旭川における野鳥の会の運営や事業の推進は旭川市、

上川支庁、旭川営林局等の共催、協力が大きかったこと

を併記します。（旭川野鳥の会会員、道警勤務）

－．∴＝1．…　∴一㌦∴十．．．‥．．言．＝∴　－…l
∴言刷∴－、∴■．川

場　所l北邦野草園日中楽鯛林l神楽岡公園l旭山公園座礪草園l塁品凱江丹別ダム

ウグイ　スウ　ソl三、．ノ可鍔三封鍔こ鍔て

のl記録した鳥 ；三三㍍崇拝誓言
等
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21　神　　　　目　坤

コ　マドリ

ピンズイ等
26　種

イ　カ　ル

シ　　　　　メ

ベニマシコ

ヤマゲラ等

24　種

19　名1　25　名1　56　名1　46　名
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ある年の秋、なじみの小鳥屋に寄ると布で覆われた寵

の中にノゴマがいた。その二日はど前、中島公園近くの

家に夜飛び込んだのを持って来たものという。まだ餌に

つかず羽毛を立てゝすでに死の兆しが表れていた。店の

主人も自信がないと見え譲ってくれた。もちろん、飼育

許可のついているものではなかった。窮鳥懐に入ればの

例にならって、なんとかこの鳥を助けてやりたい気拝

と、しばらくの間養って観察したい興味から求めたもの

であった。

摺餌の上にたくさんのどんぐい虫を乗せ、寵に布を覆

って薄暗い静かなところに置いた。野鳥の餌付けについ

ては、少年時代の経験でいくつかの方法やくふうを知っ

ていた。鳥の種類によって違うわけであったが、虫を餌

とする塀の細長い鳥には、イタドリの茎の中にいるどと

く小い虫という蛾の幼虫が大きい役目を果たした。初めは

興奮していた鳥も落ち着いて来て、どんぐい虫に気付き

啄みはじめる。摺餌につくまで空腹で餓死しないように

虫を与えるのである。やがて虫についていた摺餌の味も

わかり餌をとるようになる。それでも餌付けに必ずしも

成功するとは限らなく、時間がかゝると体の小さい鳥は

衰弱が激しく死んでしまった。ミソサザイなどはその典

型的なもので、この鳥の餌付けができたら鳥飼いも一人

前と鳥捕りの万太郎に教えられていた。また霜が降りて

からのヒガラほ餌に付き難いということも少年時代は理

由も知らず、ただ格言のように覚えていた。それは、霜

が降りて野山に餌が乏しくなってからの鳥は、飢えのた

削こ体が弱っていることや、捕えられたときのショック

もあって死にやすいわけであった。そもそも、秋の渡り

や移動の最盛期の群をほずれた鳥は健康を害していた

り、何らかの理由で主群と行動を共にできないアウトサ

イダーなのだろう。戦前、野鳥を愛するということは、

野鳥を捕え餌付をしよく鳴かせることであったので、荒

島を落ち着かせ餌に付ける方法は、それぞれくふう苦労

していたから、プロに聞いても普通のことしか教えても

らえなかった。

ノゴマは、どんぐい虫のおかげで摺餌を少しづっ啄む

ようになっていった。しかし、両翼の初列風切羽が腰で

ぴしっと納まり、体が野にいるときのようにすらりとし

た姿になるまで、毎日数匹の虫を与え続けた。

二ケ月もたって、覆いの布を開きそっとのぞくと、き

っと向けた顔の隈取りの黒い線は、白い眉班と頬線を一

層浮き出させ、喉の赤は鮮烈であった。まるで赤で彩っ

た歌舞伎役者のある化粧を思わせるものであった。

翌年の春が来るころになると、頭を半ば上に向け、メ

ジロの韓りに似たチュルチュルをやりはじめた。もうそ

のころになると人に慣れ、私や妻の手から虫やピーナツ

の砕いたのを取った。初めは、春になって仲間が渡って

来るころに放してやるつもりでいたが、約束の時期が来

たとき、別れ難い友情のため、無理に頼んで出発を遅ら

せ、もう少しご滞在願うことにしてもらった。

妻は、ノゴさん、ノゴさんと可愛いがり、寵の口を開

けてやると、出て来て机や応接セットの下を走って歩い

ていた。外のヒガラやウソほ高い所で遊んでいるが、彼

は自然にいたとき、ブッシュの中を潜っていたと同じ行

動をしていた。妻が「ノゴさん」と呼ぶと、それに応じ

るように駆け足で出て来たりした。或るときは、ストー

ブ台の温もった鉄板の上で両翼をひろげ、まったくだら

しない恰好で気持良さそうに横たわっていたものであっ

た。

毛がわりが終ったとき、私は驚いた。喉の美しい赤は

いくらたっても元どおりにならなかった。ノゴマの英名

はルビースロートと言うがオレンジスロートになってし

まったのである。全く予期しない出来事であった。

七月のある日、彼を裏庭に放してやった。さっと羽ば

たいて飛んでいけばいゝものを、例の駆け足であっちに

行ったり、こっちに来たりしているうちに生垣のイボタ

の茂みに入り、夕暮までには飛び去ってくれた。

ノゴマの喉の赤が還せてオレンジ色になったのは何故

だろうか。日光の差はないはずだから、自然食と摺餌の

給食の違いであろうか。

少年時代からの長い飼育の経験を省みて、ヒガラ、シジ

ュウカラ、ウソの黒は靂色しない。マヒワ、メジロの黄、

ヤマガラ、コマドリの褐色も碍色しない。あの美しいオ

オルリのるり色も還せほしなかったような気がする。ウ

ソの赤は年々薄くなっていくことから、鳥の羽毛の赤に

は特別の秘密があるのかも知れない。理科の教師をして

いる甥を相手に、酒に酔った勢でノゴマの赤の謎につい

て想像逗しくでたらめを述べたて、最後には、今にコザ

タラインコで実験するのだと出任せを言ったら、これを

読みなさいとファーブルの昆虫記全巻を親切に送ってよ

こした。彼が指摘したところが面白いから紹介しよう。

（岩波文庫第十一分冊山田吉彦訳、色彩）宝石の閃光と
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金属の輝光とを取り合わせたルリイロダイコクコガネ

ほ、どこでそんな宝玉を見つけるのか実験をする。黄通

アナパテの幼虫を選んでアンモニア尿酸塩をつきとめ

る。そして「尿廃物を基礎としている昆虫の色彩学は、

もっと高等ないろんな動物の問でも見出すことができよ

う。アメリカの小さいとかげの色素は塩酸の沸騰に長い

間作用させると尿酸に変ずる。……爬虫類から鳥類へは

録玉色、紅鶴の紅、外国産の鳥類の羽毛のすぼらしい豊

麗さは直接にあるいは間接に尿排泄物と関係があるので

あろうか。だがどうしてそうでないと定められるか。

ノゴマの赤の話から、ファーブルの昆虫記を読む破目

となったが、コザクラインコの実験は毛頭ない。私には

白秋の童謡、赤い鳥　小鳥　なぜなぜ赤い　赤い実をた

べたが気に入っている。（札幌市北ノ沢在住）

さして遠くない。山鳩の虹色、孔雀の限乱かわせみの

mmm川棚…5日m冊捌冊m棚mmmm鮎川削捌備州淵m脚m】日川棚‖mm‖mHmぎ川m】紺冊mmJH日日州…1…川！】⊇J川ml棚削職制棚削淵制服淵HlH川

渡り鳥条約とはどんなものか

◇日豪協定も調印
＼一一　　日私日ソ間にむすばれた渡り鳥条約については、以

前に本誌でもその概要を紹介したことがありますが、去

る2月6日、今度は日本とオーストラリアとの間に渡り

鳥協定が締結されました。陪定の内容は、先の2条約と

ほとんど同じですが、対象となる鳥の種類は、いままで

の中では一番少なくなっています。この中には、両国間

をノンストップで一気に飛ぶのではないかと想像されて

いるオオジシギのような、北海道と縁の深い鳥も含まれ

ています。

事　　　務　　　局

◇日ソ条約全文

ところで、これらの渡り鳥条約の全文を知りたいのだ

が、というご照会が、事務局あてにしばしば寄せられま

す。そこで、少しボリュームが多くなりますが、日ソ条

約の全文と、付表にあげられている鳥を掲載することに

しました。日ソ条約をとりあげたのは、北方圏諸地域と

の交流を強めようとしている北海道にとって、日ソ条約

は特に関係が深いと考えられ、また直接両地方をゆきき

している鳥の種類の多さからみてもそのことが裏付けら

れると思うからです。

渡り鳥及び絶滅のおそれのある鳥類並びにその生息

環境の保護に関する日本政府とソヴィェト社会主義

共和国連邦政府との間の条約

日本国政府及びソヴィェト社会主義共和国連邦政府は

鳥類が自然環境の重要な要素の一つであり、自然環境を

豊かにするうえで欠くことのできない役割を果たしてい

）　　ること及び適切な管理によってこの役割を増大すること

ができることを考慮し、

鳥類の多くの種が両国間を渡り、それぞれの国に季節

的に生息していること及び鳥類のうちには絶滅するおそ

れのある種があることを考慮し、また、
一定の鳥類の種の管理、保護及び絶滅の防止並びにそ

の環境の管理及び保護のために措置をとることについて

協力することを希望して、

次のとおり協定した。

第1条

1　この条約において、「渡り鳥」とは、次のものをい

う。

刷　足輪その他の標識の使用により両国間における渡

りについて確証のある鳥類の種

（B）その亜種が両国にともに生息する鳥類の種及び亜

種が存在しない種については両国にともに生息する

鳥類の種（渡りをしないことが生物学的に明らかな

ものを除く。）これらの種及び亜種の確認は、標

本、写真又は、その他の信頼しうる証拠に基づいて

行う。

2

園1の規定に従って渡り鳥とされた種は、この条約

の附表に掲げるとおりとする。

（B）両締約国の権限のある当局は、随時附表を検討

し、必要があるときは、附表を改正するよう勧告す

る。

（C）附表は、当該勧告の受諾が外交上の公文の交換に

よって確認された後三箇月で、改正されたものとみ

なされる。

第　2　条

1渡り鳥の捕獲及びその卵の採取は、禁止されるもの

とする。生死の別を問わず、不法に捕獲され若しくは

採取された渡り鳥の卵又はそれらの加工品若しくは一

部分の販売、購入及び交換も、また、禁止されるもの

とする。次の場合における捕獲及び採取については、

－　7　－【



各締約国の法令により、捕獲及び採取の禁止に対する

例外を認めることができる。

㈲　科学、教育若しくは繁殖のため又はこの条約の目

的に反しないその他の特定の目的のため

（B）人命及び貯産を保護するため

（C）2の規定に従って設定される狩猟期間中

わ）養殖された鳥類の狩猟が行われる狩猟場に関して

2　各締約国は、それぞれ、渡り場の毎年の正常な再生

産の維持を考慮に入れて、自国における渡り鳥の狩猟

期間を決定することができる。

第　3　条

1両締約国は、絶滅のおそれのある鳥類の種又は亜種

を保存するために特別の保護措置が望ましいことに同

意する。

2　いずれか一方の締約国が絶滅のおそれのああ鳥類の

種又は亜種を決定し、その特別の保護措置をとった場

合には、当該一方の締約国は、他方の締約国に対して

その決定（その後におけるその決定の取消しを含む。）

を通達する。

3　各締約国は、2の規定によって決定された鳥類の種

若しくは亜種又はそれらの加工品の輸出又は輸入を規

制する。

第　4　条

1両締約国は、渡り鳥及び絶滅のおそれのある鳥類の

研究に関する資料及び刊行物を交換する。

2　両締約国は、渡り鳥及び絶滅のおそれのある鳥類の

共同研究計画の作成並びにこれらの鳥類の保存を奨励

する。

第　5　条

各締約国は、渡り鳥及び絶滅のおそれのあち鳥類並び

にその生息環境の管理及び保護のために保護区その他の

附　　　表

1あび
2　おおはむ

3　はしじろあび

4　かいつぶり

5　いじろかいつぶり

6　みみかいつぶり

7　あかえりかいつぶり

8　かんむりかいつぶり

9　あほうどり

10　こあほうどり

11　くろあしあほうどり

12　ふるまかもめ

13　しろはらみずなぎどり

14　おおみずなぎどり

15　はいいろみずなぎどり

16　はしぼそみずなぎどり
17　はいいろうみつばめ

18　こしじろうみつば壁）

19　ひめくろうみつばめ

20　うみう

21　ひめう

施設を設けるように努める。

第　6　粂

各締約国は、第2条及び第3条の規定に基づいて保護

される鳥類の環境を保全Lかつ改善するため、適当な措

置をとるように努める。各締約国は、特に、

園　これらの鳥類及びその環境に係る被害を防止する

ための方法を探求し、

（B）これらの鳥類の保存にとって有害であると認める

動植物の輸入を規制するために必要な措置をとるよ

うに努め、及び、

（C）特異な自然環境を有する地域（島を含む。）の生

態学的均衡を乱すおそれのある動植物のその地域へ

の持込みを規制するために必要な措置をとるように

努める。

第　7　条

各締約国は、この条約の目的を達成するために必要な

措置をとることに同意する。

第　8　条

両政府は、いづ九か一方の政府の要請があったとき

は、この条約の実施について協議する。

第　9　条

1　この条約は、批准されなければならない。批准書

は、できる限りすみやかに東京で交換されるものとす

る。この条約は、批准書の交換の日に効力を生じ、十

五年間効力を存続する。

2　この条約は、前記の十五年の期間の満了の一年前ま

でに、一方の締約国が他方の締約国に対し、この条約

を終了させる意思を通告しない限り、前記の期間が満

了した後も、一方の締約国が他方の締約国に対して終

了の意思を通告した日から一年を経過するまで、効力

を存続する。

ちしまうがらす
さんかのごい
よしごい

おおよしごい

ささごい
だいさざ

なべこう
へらきざ

しじゅうがらがん
こくがん

はいいろがん
まがん
かりがね
ひしくい

はくがん

みかどがん
さかつらがん
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43　おおはくちょう
44　こはくちょう

45　あかつくしがも

46　つくしがも

47　おしどり

48　まがも

49　かるがも

50　こがも

51　ともえがも

52　よしがも

53　おかよしがも

54　ひどりがも

55　おなががも

56　しまあじ

57　ほしびろがも

58　ほしほじろ

う9　あかほじろ

60　きんくろほじろ

61すずがも
62　こけわたがも

63　くろがも
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コオリ　ガモ　と

私と水鳥の出会いは弘前在任中に弘前野鳥の会主催の

探鳥会があり、下北の大湊に白鳥の観察に出かけたのが

はじめである。それまでは海の鳥にはあまり関心がなか

った。元来弘前市は岩木山（津軽富士）と岩木川が自然

環境の主体を形成している農村であり、海のない町であ

るから、水鳥といえば沼や池に飛来し繁殖するカイツブ

リやバンが多く見られる程度である。だから白鳥観察に

は非常に関心を深めたのである。その後昭和43年ごろか

ら藤崎町の平川に白鳥が飛来しはじめた。カモ類も白鳥

と飛来し観察ができるようになったのである。

昭和46年春札幌に転勤になり、一年ほど野鳥観察がで

きなかった。その後昭和47年2月に磯会があって余市川

でコオリガモとウミアイサを観察したのである。

余市川は河口付近は流れがゆるやかで川はばも広く、

2月ごろには氷がはり出すのである ちょうど氷がはり

名寄市のムクドリのねぐら

昭和49年1月5日、名寄市で名寄神社境内のエゾマ

ツ林をねく小らにしているムクドリの群を見ました。

その後の観察もあわせて、ここをねくやらにする羽数

は約300羽、ムクドリほ名寄神社と隣接の名寄農業高

校内のミズナラ林に16時ごろ、十数群が次

々に飛来し、集結します。16時30分ごろ、

集結場所からねぐらの林までの20Jm程の

距離を、まずはじめの群が飛び込むと、そ

れに続いて次々と5分位の間に全群がねぐ

らに入りました。

名寄公園はカラスのねくuらになっていて、

数百羽が夕刻集ります。名寄神社の南隣が

名寄公園、名寄神社の東隣が名寄農業高校、

このあたりで1月に見られる野鳥はカケス、

アカゲラ、ヤマゲラ、キバシリ、ゴジュウ

カラ、シジュウカラ、エナガ、ハシブトガ

ウ　ミ　ア　イ　サ

成　　田　　良　　三

コオリガモが休んでいるときに橋の上から見つけたので

ある。そのときは何の鳥かわからず、写真をパチリ、パ

チリうつしてきっそく家へ帰り図鑑でさがした。コオリ

ガモほ氷の上にジットして羽を休めていた。突然コオリ

ガモとは似ても似つかぬ水鳥が一羽水中から出てきた。

ウミアイサのメスである。ウミアイサとコオリガモを見

たことのない私産は、この鳥はツガイの鳥かとも思われ

た。このときはど家へ帰るまでの時間がもどかしく思わ

れたことはなかった。未知の鳥を見つけたうれしさが胸

いっぱいで。これを機会に水鳥への関心を深くしたので

ある。札幌はこの点非常に恵まれている。海は近いし山

も近いのでたくさんの野鳥と親しく語れる。今年は天売

島の海鳥や、ガンカモ類に目標をおいている。その他、

海岸で見られるカモメ類についてもチャンスを見て観察

したいと心がけている。（札幌市発寒在住）

山　　崎　　治　　行

ラ、スズメ、ムクドリ、ハシブトガラス、ハシボソガ

ラス等です。（名寄市在住、会社員）

写真は名農校の林に集結したムクドリの群、この撮

影後、さらに50羽以上の群がくわわった。

－10　－
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1

才　　にわやこうえんにくるとり

薮内正幸　文と絵

著者の薮内さんは若手の動物画家として活躍し

ている人で、鳥類保護連盟の「私たちの自然」の

表紙裏の絵やいくつかの絵本でもうおなじみの方

もあるでしょう。

盛
室

この本は、その薮内さんが文章も書き、「日本の野

鳥」シリーズとして出版されるもののひとって、スズ

メやカラス、ムクドリなどなじみぶかい20種の鳥が色

刷りの大きな絵で措かれています。その絵も、図鑑的

なものから抜け出し、生態を示そうという努力がはら

われていて、たとえばスズメでは求愛、砂あび、頭か

きなどの動作が措かれています。対象は幼児からおと

なまで、とされています。字を読めない幼児の絵本と

してはもちろん、おとなの鑑賞にも十分たえる本にな

っています。

欲をいえば、文章が説明的すぎる感があり、もうひ

とくふうはしいと思われますが、草原の鳥、山の鳥、

川や沼の鳥……と続くシリーズの続刊が待たれます。

福音館書店刊　750円

トもぺ〆■ト‥‘r■1ト　　トー←　　－1・－→　　一クー－、　　→h一夕←　　rt、　一・一・一一　11．→

水辺の鳥　－カラー自然ガイド9－

小林　桂　助　著

保育社の原色日本鳥類図鑑といえば、いま日本

で刊行されている一般向きの鳥類図鑑として最も

よく使われているものでしょう。この図鑑をもと

に少し小型にした「標準図鑑」もありますが、昨

年、それをさらに小型にしたものが、文庫版のカラー

自然ガイドの中に「野山の鳥」、「水辺の鳥」として

おさめられました。

「水辺の鳥」は、ガンカモ類、シギチドリ類をはじ

め、海洋の鳥などを含め、カラー図版のほか写真や説

明図を加え、要領のよい文章を添えたものです。説明

も図鑑のような記載的項目を減らし、生態的な記述が

増えています。

文庫版ですからポケットに楽に入るのが良いところ

です。迷鳥や稀な種類はのっていませんが、内容の限

界を承知し、あまりむずかしいことをいわなければ、

探鳥会のときなど図鑑のかわりにこの本を持ってゆく

のも荷物を減らすひとつの方法ではありましょう。

保育社刊　330円

r一・■一一t→一・・・→一一　1－、－ノ，‥1－r一一・◆・→一一d■Hl・・、一・′－l■・・一一一㌧ヽ・、．ノ・●■，，′、．●

鳥が来ないさびしい冬でした　‥・・

昭和47年から48年にかけての冬には、ペニヒワ、ギン

ザンマシコ、イスカなどのめずらしい冬鳥の渡来が非常

に多く、このことは本誌15号ですでにお知らせしたとお

りです。これは、シベリア方面の気温が例年よりかなり

低かったことと関係があるのでしょうか。ペニヒワやイ

スカのような鳥が渡りをするのほ、彼等の生息地の木の

、一　笑のなりく小あいと関係があり、鳥の数にくらべて木の実

のなりが悪く、食料不足になる年には、たくさんの鳥が

ふだんは渡らない南の地方にまで流れ出てくるのだとい

われています。

このような不規則な渡りほ「侵入」ともいわれていま

すが、前の冬が「侵入」の年であったのは日本だけでは

ないらしく、北大大学院の松岡さんのお話では、イギリ

スでもたくさんのペニヒワが見られたという報告がある

そうです。

ところが、この冬はこれらの鳥たちがひどく少なかっ

たようです。それも、ペニヒワなどのめずらしいお客さ

んばかりでなく、札幌では常連のキレンジャクまでさっ

ぱり姿を見せないのですから、気がもめることでした。

キレンジャクのためにリンゴをたくさん用意していた人

から、どうなっているのかという問合せが事務局あてに

たびたびありました。また、札幌だけでなく、旭川の山

田さん、斜里の森さん等からも、キレンジャクが釆ない

という連絡が入っています。ただひとつの例外は、ギン

ザンマシコの群が来ているという、糠平の川辺さんから

のニュースでした。

さらに、今冬はオオハクチョウの渡来も例年より大巾

に減っています。49年1月14日に行なわれた調査の結果

では、北海道で冬を越していたオオハクチョウはわずか

5，196羽にすぎず、例年より2，000羽以上も少なくな■っ

ています。（この調査のくわしい報告は次号でいたしま

す。）

このように、この冬は鳥たちは不作で、昨年の実績？

を期待していた人たちをがっかりさせました。

この理由として、（1）この冬はシベリア方面の12月の気

温が高く、バイカル地方の月平均気温が例年より約10度

ほど、カムチャツカ地方でも6度ほど高かったこと。

（2）木の実が豊作だったため、鳥たちが北方に留まって

いること、などが考えられています。

そのほか、この冬めだったこととしてほ、いつもは冬

にはあまり見られないツグミが、ずいぶんたくさん残っ

ていたこと、冬鳥のなかでアトリだけは比較的多かった

らしいことがあげられます。
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包　タンチョウの調査

北海道教育委員会主催のタンチョウの調査が昭和48年

12月5日道東地方でいっせいに行なわれました。これは

特別天然記念物タンチョウの動静を調べるため、毎冬小

中学生などが中心となって行なわれているものです。

この調査の結果、釧路地方198羽、根室地方26羽、網

走支庁2羽、十勝支庁7羽、合計253羽（うち幼鳥29羽）

が確認されました。昨年同期の調査では222羽でしたか

ら11羽が増えていることになります。

また、この間釧路地方を中心に6羽が事故のため失わ

れていますが、これは一昨年の22羽を大幅に下まわって

います。北電が送電線に警戒標識を付けたことなどが効

果を発揮したものと思われます。

48年5月に教委がヘリコブタを飛ばして調査したとき

には257羽が確かめられていますが、今回の結果がその

数字にきわめて近かったことは、両調査の精度の高さを

裏づけるものといえましェう。

これまで北海道のタンチョウは夏の生活にわからない

点が多く、一部が渡りをしているという考えかたもあっ

たのですが、昨年の二つの調査からみるかぎり、渡りを

していないということになりそうです。

田　鳥獣保護区

鳥獣の保護繁殖をはかるため、鳥獣保轟及狩猟二関ス

ル法律の規定により、鳥獣保護区が設定されていますが

昭和48年度に北海道知事が設定する鳥獣保護区として、

次の10カ所が予定され、すでに北海道自然環境保全審議

会の答申をへて環境庁に承認の申請をしています。

≪事務局だより≫

☆　この冬はずいぶん多くの人からレンジャクがさっ

ぱり釆ないというお話をうかがいました。そして、

そのニュJスをお寄せになった方のほとんどが、ツ

グミはいつもの年よりずっと多いようだが－¶とつ

け加えられました。鳥が少ないのはさびしいことで

すけれど、鳥たちの去来に心を寄せている方がこん

なに大勢いらっしゃることを知ったのは嬉しい驚き

でした。生きている自然を知る人が多くなり、その

人たちの声が社会の中に届けられるなら、わたした

ちの北海道をよりよくつくりあげてゆくために大き

な力になることでしょう。野鳥愛護会がそのために

いくらかでも力になれば、と思っています。

☆　2月に発行する筈の本号でしたが、遅れに遅れて

しまいました。せっかく早く原稿をお寄せくださっ
．◆‘1－‾■，．●－‾ヽ一′り●．イ■－‾、‥●　ヽ＿r■い，－｝－＿一・一一一ヽ．◆・、　＿タ・・，＿．ダー　＿オー・．．●－一一一一●

知内鳥獣保護区（知内町）　　　　　　　　　317hG

白老王子鳥獣保護区（白老町）　　　　　　　587hd

岩内鳥獣保護区（帯広市）　　　　　　　　2，078hc

浜頓別クッチャロ湖鳥獣保護区（浜頓別町）2，669hn

洞爺湖鳥獣保護区（虻田町、壮瞥町、洞爺村）

7，13211〔L

稲穂鳥獣保護区（浦幌町）　　　　　　　　　　24hG

屈斜路湖鳥獣保護区（弟子屈町）　　　　　7，750hG

江差五厘沢鳥獣保護区（江差町）　　　　　　11h〔L

となみが丘鳥獣保護区（名寄市）　　　　　198hG

旭東鳥獣保護区（名寄市）　　　　　　　　　　35hG

これらの保護区が設定されると、北海道の鳥獣保護区

は260カ所、面積は約242，0〕0加になります。

今月の表紙　エゾライチョウ

エゾライチョウは日本では北海道だけに住む鳥で、平

地から山地にかけての森の中に住んでいます。

オスとメスとでわずかに色彩が違いますが、野外でほ

うす暗いところにいることが多く、一瞬の観察で性別ま

で見分けることはむずかしいでしょう。小さな群で行動

し、地上にいることが多いのですが、人が近づくと飛び

あがって茂みの低い枝にとまることが多いようです。秋

には木の上でヤマブドウを食べているのがよくみられま

す。

エゾヤマドリと呼ばれ、狩猟の対象にされており、毎

年3万羽ほどが捕獲されています。

た方や、できあがるのを待っていてくださる方には

まことに申しわけなく、心苦しい次第です。

次の号からほピッチをあげて遅れの回復に努めます

ので、どうぞ御了承くださいますよう。

☆　原稿をお寄せください。論文・随筆・報告・写真

やカットなど、なんでも結構です。枚数は朋0字詰

め原稿用紙10枚程度まで（短い方はいくら短くても

かまいません）。〆切りはとくに設けません。遠慮

なきらずに、どうぞ。

☆　昭和49年度分の会費を納入してください。個人会

員は600円、団体会員は1，500円です。払い込みは

なるべく郵便振替で、送り先は小樽18287号、北海

道野鳥愛護会あてです。

☆　4月から道庁自然保護課の組織が多少変わること

になり、野生鳥獣係も鳥獣保護係と名前が改められ

る予定です。
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